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11月26日〜12月20日

「
地
域
の
自
主
性
を
確
立
す
る
た
め
の 

戦
略
的
交
付
金（
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
）」（
仮
称
）案

に
関
す
る
意
見
を 

地
域
主
権
推
進
担
当
大
臣
に
提
出

　

11
月
22
日
開
催
の
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
に
お
い

て
、
政
府
か
ら
「『
地
域
の
自
主
性
を
確
立
す
る
た
め
の

戦
略
的
交
付
金
（
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
）』（
仮
称
）
案
」

が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
同
案
に
関
し
、
地
方
側
か
ら

意
見
を
聴
き
た
い
旨
の
申
し
入
れ
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
11
月
24
日
付
を
も
っ
て
、
政
策
推
進

委
員
会
及
び
都
市
財
政
基
盤
確
立
小
委
員
会
の
委
員
市

長
を
対
象
に
同
案
の
各
項
目
等
に
つ
い
て
調
査
を
実
施

し
、
同
調
査
結
果
に
基
づ
き
、「『
地
域
の
自
主
性
を
確

立
す
る
た
め
の
戦
略
的
交
付
金
（
地
域
自
主
戦
略
交
付

金
）』（
仮
称
）案
」に
関
す
る
意
見
と
し
て
と
り
ま
と
め
を

行
い
、
提
出
期
限
と
さ
れ
た
11
月
26
日
に
片
山
地
域
主

権
推
進
担
当
大
臣
あ
て
に
提
出
し
た
。

　

意
見
は
、
制
度
の
詳
細
が
判
然
と
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
国
庫
補
助
負
担
金
等
の
一
括
交
付
金
化
に
当
た
っ

て
、
地
方
の
自
由
度
が
拡
大
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
今

後
の
制
度
設
計
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
全
国
市
長
会
と

し
て
、
当
面
の
考
え
方
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
同
案
に

お
い
て
投
資
補
助
金
の
一
括
交
付
金
化
に
つ
い
て
は
、

都
道
府
県
分
は
23
年
度
か
ら
、
ま
た
、
市
町
村
分
は
平

成
24
年
度
か
ら
段
階
的
に
導
入
す
る
と
し
て
い
る
が
、

市
町
村
分
に
係
る
一
括
交
付
金
化
に
当
た
っ
て
は
、
先

行
す
る
都
道
府
県
に
お
け
る
運
用
状
況
等
を
踏
ま
え
、

市
町
村
の
意
見
を
尊
重
し
た
う
え
で
、
改
め
て
制
度
設

計
を
行
う
こ
と
な
ど
を
提
言
し
て
い
る
。

　

な
お
、
全
国
市
長
会
と
し
て
は
、
今
後
、
政
府
に
お

け
る
一
括
交
付
金
化
の
制
度
設
計
の
進
捗
に
合
わ
せ
、

引
き
続
き
、
意
見
を
取
り
ま
と
め
て
提
言
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

［
財
政
部
］

地
域
主
権
関
連
３
法
案
が 

今
臨
時
国
会
で
不
成
立
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、 

森
会
長
ほ
か
地
方
六
団
体
会
長
が 

共
同
声
明
を
発
表

　

12
月
３
日
、
先
の
通
常
国
会
か
ら
継
続
審
議
と
さ
れ

て
い
た
地
域
主
権
関
連
３
法
案
が
、
今
臨
時
国
会
で
は

審
議
す
ら
行
わ
れ
ず
に
不
成
立
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、

森
会
長
ほ
か
地
方
六
団
体
会
長
は
、「
地
域
主
権
関
連
３

法
案
の
不
成
立
に
強
く
抗
議
す
る
」声
明
を
発
表
し
た
。

［
行
政
部
］

消
防
職
員
の
団
結
権
の
あ
り
方
に
関
す
る 

検
討
会
が
報
告
書
を
と
り
ま
と
め

　

12
月
３
日
、「
消
防
職
員
の
団
結
権
の
あ
り
方
に
関
す

る
検
討
会
（
第
９
回
）」
が
開
催
さ
れ
、
報
告
書
の
と
り
ま

と
め
が
行
わ
れ
た
。

　

本
会
か
ら
、
構
成
員
と
し
て
菅
家
・
会
津
若
松
市
長
が

出
席
し
た
。
菅
家
市
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
会
に
お
い

て
、
本
会
が
実
施
し
た
「
消
防
職
員
の
団
結
権
に
関
す
る

調
査
」
等
を
踏
ま
え
、
①
住
民
の
安
心
安
全
の
確
保
へ
の

懸
念
、
②
消
防
団
と
の
連
携
や
信
頼
関
係
へ
の
懸
念
、
③

住
民
に
よ
り
身
近
な
存
在
と
い
え
る
消
防
の
警
察
と
の
相

違
、
④
国
民
的
な
議
論
の
必
要
性
な
ど
か
ら
慎
重
に
検
討

を
行
う
よ
う
発
言
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
、
仮
に
、
政
府
に
お
い
て
方
針
を
決
定
し
、

法
制
化
の
検
討
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
地
方
行
政
の
根

幹
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
国
と
地

方
の
協
議
の
場
」
等
を
通
じ
、
地
方
公
共
団
体
と
十
分
な

協
議
を
す
る
よ
う
併
せ
て
発
言
し
た
。

［
行
政
部
］

「
高
齢
者
医
療
制
度
改
革
会
議（
第
13
回
）」に
、 

国
民
健
康
保
険
対
策
特
別
委
員
長
の 

岡
㟢
・
高
知
市
長
並
び
に 

全
国
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
協
議
会
長
の 

横
尾
・
多
久
市
長
が
出
席

　

12
月
８
日
、
厚
生
労
働
大
臣
の
下
に
設
置
さ
れ
た
「
高

齢
者
医
療
制
度
改
革
会
議
（
第
13
回
）」
が
開
催
さ
れ
、
最

終
と
り
ま
と
め
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
た
。

　

本
会
を
代
表
し
て
国
民
健
康
保
険
対
策
特
別
委
員
長
の

岡
㟢
・
高
知
市
長
並
び
に
全
国
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
協
議
会
を
代
表
し
て
同
協
議
会
長
の
横
尾
・
多
久
市
長

が
出
席
し
た
。

　

会
議
で
は
、
岡
㟢
・
高
知
市
長
か
ら
、
11
月
18
日
に
決

定
し
た
本
会
決
議
を
踏
ま
え
、「
す
べ
て
の
国
民
を
対
象

と
す
る
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
に
向
け
、
国
の
責
任
を

明
確
に
し
た
上
で
、
都
道
府
県
を
保
険
者
と
し
、
市
町
村

と
の
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
国
保
の
再
編
・
統
合
を

図
る
こ
と
。
ま
た
、
再
編
・
統
合
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

当
該
施
行
時
期
を
明
示
す
る
こ
と
」
等
に
つ
い
て
発
言
を

行
っ
た
後
、「
最
終
と
り
ま
と
め
案
」に
つ
い
て
、
国
保
財

源
強
化
の
観
点
か
ら
、
①
市
町
村
国
保
の
構
造
欠
陥
に
伴

う
赤
字
に
つ
い
て
は
、
国
の
責
任
を
明
確
に
し
、
支
援
を

強
化
す
る
こ
と
、
②
75
歳
以
上
の
医
療
給
付
に
対
す
る
公

費
に
つ
い
て
は
、
地
方
の
権
限
が
及
ば
な
い
被
用
者
保
険

に
地
方
負
担
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、

③
財
政
安
定
化
基
金
に
つ
い
て
は
、
75
歳
以
上
の
保
険
料

の
伸
び
抑
制
の
た
め
に
活
用
す
る
の
で
は
な
く
、
基
金
本

来
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
も
の
と
す
る
よ
う
整
理
す
る
こ

と
、
④
保
険
料
の
天
引
き
に
つ
い
て
は
、「
原
則
天
引
き

と
す
べ
き
」
と
の
意
見
も
多
い
こ
と
か
ら
、
選
択
制
に
よ

る
保
険
料
徴
収
の
影
響
を
十
分
に
検
証
し
た
上
で
判
断
す

る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
ま
た
、
横
尾
・
多
久
市
長
か
ら
は
、

①
新
た
な
制
度
に
お
け
る
事
務
処
理
に
当
た
っ
て
、
基
本

の
仕
組
み
に
加
え
、「
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
広
域
連
合

を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
運
営
主
体
を
広
域
連
合
と
す
る
現
行
の
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
中
で
、
国
民
等
に
誤
解
を

与
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
適
切
に
整
理
す
べ
き
で
あ
る
こ

と
、
②
制
度
施
行
に
伴
う
経
費
等
に
つ
い
て
は
、
国
の
責

任
に
お
い
て
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
、
③
制
度
改
革
の
議

論
を
行
う
場
合
、
財
源
論
を
タ
ブ
ー
視
す
る
こ
と
な
く
、

消
費
税
も
含
め
て
議
論
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
等
に
つ
い
て

発
言
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
同
改
革
会
議
は
、
12
月
20
日
に
「
最
終
と
り
ま

と
め
」を
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。。

［
社
会
文
教
部
］

第
６
回
事
実
上
の「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」を

開
催
し
、
森
会
長
が
出
席

　

12
月
16
日
、
第
６
回
の
事
実
上
の「
国
と
地
方
の
協
議
の

場
」を
開
催
し
、
本
会
か
ら
は
森
会
長
が
出
席
し
た
。

　

会
議
に
は
、
森
会
長
を
は
じ
め
地
方
六
団
体
会
長
等
が

出
席
し
、
政
府
か
ら
は
、
菅
総
理
大
臣
、
仙
谷
官
房
長
官
、

片
山
総
務
大
臣
、
野
田
財
務
大
臣
、
玄
葉
国
家
戦
略
担
当

大
臣
、
蓮
舫
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
等
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
菅
総
理
大
臣
か
ら
、
地
域
主
権
三
法
案
は
、
臨

時
国
会
で
の
成
立
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
が
、
残
念
な
が

ら
成
立
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
、
是
非
、
通

常
国
会
の
中
で
成
立
さ
せ
て
い
き
た
い
。
日
本
の
国
の
形

を
変
え
て
い
く
と
い
う
大
事
業
を
進
め
る
中
で
、
一
方
の
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当
事
者
で
あ
る
地
方
も
一
緒
に
な
っ
て
議
論
を
お
願
い
し

た
い
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

森
会
長
か
ら
は
、
①
地
域
主
権
三
法
案
の
早
期
成
立
、

②
地
方
交
付
税
の
復
元
・
増
額
、
③
政
府
税
制
調
査
会
に

課
税
主
体
と
し
て
の
地
方
の
意
見
の
反
映
、
④
地
球
温
暖

化
税
制
に
お
け
る
地
方
税
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
、
ま
た
、

特
に
、
地
方
交
付
税
の
特
例
加
算
一
兆
五
千
億
円
の
廃
止

と
の
報
道
や
、
未
だ
に
地
域
主
権
三
法
案
が
成
立
し
て
い

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
基
礎
自
治
体
重
視
と
し
て
い
る
政

府
に
対
し
て
地
方
の
不
信
感
が
増
幅
し
て
い
る
こ
と
や
、

子
ど
も
手
当
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
財
源
問
題
と
い
う

視
点
だ
け
で
は
な
く
、
現
金
給
付
と
サ
ー
ビ
ス
給
付
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
た
長
期
的
視
野
に
基
づ
く
政
策
を
検
討
す

る
場
を
持
ち
、
し
っ
か
り
と
地
方
と
協
議
す
る
な
ど
、
国

が
本
気
で
取
り
組
む
と
い
う
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
申
し
入
れ
た
。

　

地
方
六
団
体
か
ら
は
、
①
地
域
主
権
三
法
案
は
、
地
域

主
権
・
分
権
改
革
の
出
発
点
で
あ
る
の
で
、
通
常
国
会
で

の
成
立
を
強
く
期
待
す
る
こ
と
、
②
地
方
交
付
税
に
つ
い

て
は
、
特
例
加
算
分
の
継
続
を
含
め
必
要
額
を
確
保
す
る

こ
と
、
ま
た
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
縮
減
し
法
定
率
の
引

上
げ
に
よ
り
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
、
③
子
ど
も
手
当
に

つ
い
て
は
、
現
金
給
付
は
国
、
現
物
給
付
は
地
方
と
い
う

原
則
に
基
づ
き
全
額
国
庫
負
担
と
す
べ
き
こ
と
、
子
ど
も

手
当
の
上
積
み
分
を
地
方
に
負
担
と
い
う
話
は
全
く
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
、
扶
養
控
除
廃
止
に
よ
る
増
収
分
を

子
ど
も
手
当
に
充
て
る
と
い
う
議
論
は
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
、
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の
検
討
は
、
更
な
る

慎
重
な
議
論
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
④
一
括
交
付
金
の
総

額
確
保
、
制
度
の
詳
細
は
、
地
方
の
予
算
編
成
ま
で
に
示

し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
等
を
主
張
し
た
。

　

政
府
か
ら
は
、
一
括
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
か

ら
の
都
道
府
県
へ
の
実
施
を
通
し
て
様
々
な
問
題
点
を
踏

ま
え
て
市
町
村
へ
の
一
括
交
付
金
に
向
け
て
改
善
し
て
い

き
た
い
こ
と
。
子
ど
も
手
当
に
関
し
て
は
、
恒
久
的
な
制

度
設
計
に
つ
い
て
は
、
地
方
と
時
間
を
か
け
て
冷
静
に
議

論
し
た
う
え
で
決
定
す
る
こ
と
と
し
、
来
年
度
予
算
に
関

し
て
は
時
間
が
な
い
の
で
あ
く
ま
で
暫
定
的
な
措
置
と
し

て
決
着
し
た
い
、
未
納
保
育
料
等
と
の
相
殺
に
つ
い
て
は

で
き
る
限
り
努
力
し
た
い
、
地
方
と
の
合
意
が
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
等
の
発
言
が
あ
っ
た
。

［
企
画
調
整
室
］

「
総
務
大
臣
・
地
方
六
団
体
会
合
」に
森
会
長
が

出
席
し
、
平
成
23
年
度
の
地
方
税
財
政
関
係
に

つ
い
て
意
見
交
換

　

12
月
16
日
、「
総
務
大
臣
・
地
方
六
団
体
会
合
」が
総
務

省
内
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
総
務
省
か
ら
は
片
山
総
務
大

臣
ほ
か
政
務
三
役
が
、
地
方
六
団
体
か
ら
は
本
会
の
森
会

長
を
は
じ
め
各
団
体
の
会
長
等
が
出
席
し
、
平
成
23
年
度

の
地
方
税
財
政
関
係
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

地
方
六
団
体
か
ら
は
、
①
地
域
主
権
三
法
案
の
早
期
成

立
、
②
地
方
交
付
税
の
復
元
・
増
額
、
法
定
率
の
引
上
げ

及
び
一
般
会
計
か
ら
の
別
枠
加
算
の
継
続
、
③
子
ど
も
手

当
に
係
る
地
方
負
担
反
対
、
③
国
庫
補
助
金
等
の
一
括
交

付
金
化
、
④
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
地
方
税
財
源
確

保
、
法
人
実
効
税
率
の
引
下
げ
に
伴
う
地
方
減
収
の
補
て

ん
措
置
等
に
つ
い
て
要
請
を
行
っ
た
。

　

特
に
森
会
長
か
ら
は
、
①
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
昨

年
と
同
様
、
復
元
・
増
額
を
め
ざ
し
、
法
定
率
の
引
上
げ
、

別
枠
加
算
の
継
続
な
ど
に
よ
り
総
額
確
保
す
る
こ
と
、
ま

た
、
②
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
、
所
得
税
の
扶
養
控
除
等

の
見
直
し
に
伴
う
地
方
交
付
税
の
増
加
分
を
財
源
に
と
い

う
議
論
は
、
こ
れ
は
単
に
地
方
交
付
税
の
算
定
基
礎
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
直
ち
に
地
方
交
付
税
総
額
が

増
加
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
。

現
物
給
付
と
現
金
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
大
局
観

に
立
っ
た
取
組
が
必
要
で
あ
る
と
要
請
し
た
。

　

片
山
総
務
大
臣
か
ら
は
、
①
地
域
主
権
三
法
案
に
つ
い

て
は
、
次
期
通
常
国
会
に
は
成
立
さ
せ
た
い
、
②
地
方
交

付
税
に
つ
い
て
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
縮
減
し
法
定
率

の
引
上
げ
に
よ
り
総
額
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
三
位
一

体
の
改
革
の
反
省
に
立
ち
、
原
点
に
立
ち
返
り
き
ち
ん
と

し
た
対
応
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
、
③
子
ど
も
手
当
に

つ
い
て
は
、
税
の
諸
控
除
等
の
見
直
し
と
子
ど
も
手
当
の

財
源
と
は
縁
を
切
り
、
関
連
づ
け
な
い
で
議
論
す
べ
き
こ

と
を
主
張
し
て
い
る
、
④
地
球
温
暖
化
対
策
税
に
つ
い
て

は
吸
収
源
対
策
の
議
論
も
必
要
で
あ
り
、
今
後
、
段
階
的

に
導
入
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
地
方
の
財
源
確
保
に
つ
い

て
は
平
成
24
年
度
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
、

な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

［
財
政
部
］

『「
地
方
自
治
法
抜
本
改
正
に
つ
い
て
の
考
え
方

（
平
成
22
年
）」（
仮
称
）（
案
）』に
対
す
る
意
見
を

片
山
総
務
大
臣
に
提
出

　

12
月
３
日
、
総
務
省
の
地
方
行
財
政
検
討
会
議
に
お
い

て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た『「
地
方
自
治
法
抜
本
改
正
に
つ
い

て
の
考
え
方（
平
成
22
年
）」（
仮
称
）（
案
）』に
つ
い
て
、
12

月
８
日
に
、
政
策
推
進
委
員
会
な
ど
を
中
心
に
、
考
え
方

に
対
す
る
意
見
照
会
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
12

月
17
日
に『「
地
方
自
治
法
抜
本
改
正
に
つ
い
て
の
考
え
方

（
平
成
22
年
）」（
仮
称
）（
案
）』に
対
す
る
意
見
を
片
山
総
務

大
臣
に
提
出
し
た
。

　

意
見
は
、
速
や
か
に
制
度
改
正
を
図
る
と
さ
れ
て
い
る

事
項
を
中
心
に
、
現
時
点
に
お
け
る
意
見
を
取
り
ま
と
め

た
も
の
で
、
そ
の
中
で
は
、
特
に
、
住
民
投
票
の
制
度
化
、

直
接
請
求
制
度
に
地
方
税
等
の
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
を

対
象
と
す
る
こ
と
、
国
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
の
不
作
為

の
違
法
確
認
訴
訟
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
見
直

し
時
期
等
も
含
め
、
さ
ら
に
引
き
続
き
慎
重
な
検
討
を
求

め
る
と
と
も
に
、
今
後
、
制
度
改
正
の
具
体
的
な
内
容
が

明
ら
か
に
な
っ
た
段
階
に
お
い
て
改
め
て
意
見
を
提
出
す

る
こ
と
も
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
申
し
入
れ
て
い
る
。

［
行
政
部
］

「
高
齢
者
医
療
制
度
改
革
会
議（
第
14
回
）」に

国
民
健
康
保
険
対
策
特
別
委
員
長
の

岡
㟢
・
高
知
市
長
並
び
に

全
国
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
協
議
会
長
の

横
尾
・
多
久
市
長
が
出
席

　

12
月
20
日
、
厚
生
労
働
大
臣
の
下
に
設
置
さ
れ
た
「
高

齢
者
医
療
制
度
改
革
会
議（
第
14
回
）」が
開
催
さ
れ
、「
高

齢
者
の
た
め
の
新
た
な
医
療
制
度
等
に
つ
い
て
（
最
終
と

り
ま
と
め
）〈
案
〉」（
以
下
、「
最
終
と
り
ま
と
め
案
」）に
つ

い
て
審
議
。
本
会
を
代
表
し
て
国
民
健
康
保
険
対
策
特
別

委
員
長
の
岡
㟢
・
高
知
市
長
並
び
に
全
国
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
協
議
会
を
代
表
し
て
同
協
議
会
長
の
横
尾
・

多
久
市
長
が
出
席
し
た
。

　

会
議
で
は
、
岡
㟢
・
高
知
市
長
か
ら
、
①
急
激
な
人
口

減
少
や
高
齢
者
比
率
の
増
加
に
伴
う
医
療
費
の
増
嵩
に
よ

り
、
市
町
村
国
保
の
運
営
は
危
機
的
状
況
に
至
っ
て
い

る
。
国
民
皆
保
険
制
度
の
最
後
の
砦
で
あ
る
国
保
を
堅
持

す
る
た
め
、
出
来
る
だ
け
速
や
か
に
国
保
の
都
道
府
県
化

を
進
め
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
、
②
社
会
保

障
改
革
の
安
定
的
財
源
の
確
保
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

「
政
府
・
与
党
社
会
保
障
改
革
検
討
本
部
」に
お
い
て
論
議

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
消
費
税
論
議

を
避
け
て
通
る
こ
と
が
出
来
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
今
後
、
消
費
税
を
議
論
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

大
局
的
な
視
点
に
立
ち
、
現
在
の
消
費
税
の
充
当
先
で
あ

る
基
礎
年
金
、
介
護
、
老
人
医
療
と
と
も
に
、
医
療
保
険

制
度
の
根
幹
と
な
る
国
民
健
康
保
険
に
対
し
て
も
財
源
が

充
当
で
き
る
よ
う
議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
ま
た
、
横
尾
・
多
久
市
長
か
ら
は
、

①
保
険
料
の
特
別
徴
収
に
つ
い
て
は
、
利
便
性
や
徴
収
率

の
保
持
の
観
点
か
ら
、
原
則
、
特
別
徴
収
と
す
る
こ
と
と

の
意
見
が
あ
っ
た
旨
付
記
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
等
に
つ
い

て
発
言
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
審
議
の
結
果
、「
最
終
と
り
ま
と
め
案
」は
全
国

知
事
会
の
了
解
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
基
本
的
に

了
承
さ
れ
、
文
案
修
正
等
に
つ
い
て
は
、
座
長
に
一
任
す

る
こ
と
と
し
た
。 

［
社
会
文
教
部
］

#6

#7

#8

右側手前から２番目が森会長
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■
６
月
９
日
、
第
80
回
全
国
市
長
会
議
を
開
催
。

　
「
真
の
地
域
主
権
改
革
の
実
現
を
求
め
る
決
議
」、「
都

市
税
財
源
の
充
実
強
化
に
関
す
る
決
議
」、「
子
ど
も
手
当

に
関
す
る
決
議
」、「
医
療
制
度
改
革
及
び
医
師
等
確
保
対

策
に
関
す
る
決
議
」、「
口
蹄
疫
に
対
す
る
さ
ら
な
る
万
全

の
対
策
を
求
め
る
緊
急
決
議
」を
決
定
。

　

ま
た
、
前
日
の
６
月
８
日
、
市
長
等
5
0
0
人
の
参
加

を
得
て
、「
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
。
東
京
大
学
名
誉

教
授
の
月
尾
嘉
男
氏
か
ら
「
地
球
環
境
保
全
対
策
と
都
市

自
治
体
の
対
応
」と
題
し
特
別
講
演
。

　

本
年
４
月
、
宮
崎
県
で
発
生
し
た
家
畜
伝
染
病
「
口
蹄

疫
」
の
感
染
が
急
速
に
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
、
本
会
は
、

５
月
27
日
、
感
染
拡
大
の
防
止
、
関
係
自
治
体
、
農
家
等

畜
産
関
係
者
へ
の
支
援
等
を
求
め
た
「
口
蹄
疫
に
対
す
る

万
全
の
対
策
を
求
め
る
緊
急
要
請
」を
、
６
月
８
日
に
は
、

「
口
蹄
疫
に
対
す
る
さ
ら
な
る
万
全
の
対
策
を
求
め
る
緊

急
決
議
」を
そ
れ
ぞ
れ
農
林
水
産
大
臣
に
提
出
。

■
６
月
22
日
、政
府
は「
地
域
主
権
戦
略
大
綱
」を
閣
議
決
定
。

　

基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
及
び
義
務
付
け
・
枠
付
け

の
第
２
次
見
直
し
分
の
平
成
23
年
通
常
国
会
へ
の
所
要
の

法
案
の
提
出
、
一
括
交
付
金
化
の
平
成
23
年
度
か
ら
の
導

入
、
出
先
機
関
改
革
の「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン（
仮
称
）」

の
年
内
目
途
の
策
定
等
の
方
針
を
取
り
ま
と
め
。

　

12
月
27
日
、
地
域
主
権
戦
略
会
議
で
、
出
先
機
関
改
革

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
、
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
を
決
定
。

■
11
月
22
日
、「
実
質
的
な
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」に
お

い
て
政
府
か
ら
提
示
さ
れ
た
「『
地
域
の
自
主
性
を
確
立

す
る
た
め
の
戦
略
交
付
金（
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
）』（
仮

称
）案
」に
対
し
、
政
策
推
進
委
員
会
及
び
都
市
財
政
基
盤

確
立
小
委
員
会
に
所
属
す
る
市
長
を
対
象
に
実
施
し
た
調

査
結
果
に
基
づ
き
、意
見
を
と
り
ま
と
め
、11
月
26
日
、
片

山
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
地
域
主
権
推
進
）に
提
出
。

　

12
月
24
日
、
平
成
23
年
度
政
府
予
算
案
の
中
で
、
同
交

付
金
約
5
1
2
0
億
円（
都
道
府
県
分
）を
決
定
。

■
平
成
23
年
度
税
制
改
正
及
び
地
方
財
政
対
策
に
対
し
、

本
会
は
こ
れ
ま
で
「
地
方
交
付
税
の
復
元
・
増
額
の
継
続

と
法
定
率
の
引
上
げ
」、「
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
」
等

を
強
く
要
請
し
て
き
た
結
果
、
12
月
16
日
の
税
制
改
正
大

綱
及
び
12
月
22
日
の
地
方
財
政
対
策
の
決
着
に
よ
り
、
消

費
税
・
地
方
消
費
税
の
具
体
的
内
容
の
早
急
な
検
討
、
地

球
温
暖
化
対
策
に
係
る
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
仕

組
み
に
つ
い
て
は
、
24
年
度
の
実
施
に
向
け
て
検
討
す
る

と
さ
れ
、
ま
た
、
地
方
交
付
税
総
額
に
つ
い
て
は
巨
額
の

地
方
財
源
不
足
を
勘
案
し
た
1
・
3
兆
円
の
別
枠
加
算
等

に
よ
り
、
前
年
度
比
5
0
0
0
億
円
増
の
４
年
連
続
の
増

額
確
保
で
決
着
。

■
８
月
31
日
、
平
成
23
年
度
予
算
概
算
要
求
に
お
い
て
、

子
ど
も
手
当
に
地
方
負
担
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
受

け
、
地
方
６
団
体
会
長
が
「
子
ど
も
手
当
の
全
額
国
費
負

担
を
求
め
る
声
明
」を
発
表
。

　

11
月
18
日
、
理
事
・
評
議
員
合
同
会
議
を
開
催
し
、
事

務
の
返
上
も
視
野
に
入
れ
た
断
固
た
る
態
度
で
臨
む
こ
と

を
明
記
し
た「
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
決
議
」を
決
定
。

　

12
月
20
日
、
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
５
大
臣
会
合
が
開

催
さ
れ
、
平
成
23
年
度
の
子
ど
も
手
当
に
関
し
、
①
１
年

間
の
時
限
法
と
し
て
、
児
童
手
当
と
子
ど
も
手
当
の
併
存

方
式
と
な
り
、
引
き
続
き
地
方
負
担
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
こ
と
、
②
平
成
24
年
度
以
降
の
子
ど
も
手
当
の

制
度
設
計
に
当
た
っ
て
、
政
府
と
地
方
公
共
団
体
の
代
表

に
よ
る
会
議
の
場
を
設
け
、
子
ど
も
手
当
と
現
物
サ
ー
ビ

ス
と
に
係
る
国
と
地
方
の
役
割
分
担
や
経
費
負
担
等
に
つ

い
て
幅
広
く
検
討
す
る
こ
と
、
③
本
会
が
こ
れ
ま
で
強
く

要
請
し
て
き
た
保
育
料
等
の
未
納
問
題
に
つ
い
て
、
地
方

の
主
張
を
踏
ま
え
、
保
育
料
を
子
ど
も
手
当
か
ら
直
接
徴

収
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
法
律
上
の
措
置
が
講
じ
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
、
等
を
最
終
決
定
、
翌
21
日
、

地
方
６
団
体
は
共
同
声
明
を
発
表
。

　

12
月
27
日
、
本
会
政
策
推
進
委
員
会
の
協
議
結
果
を
踏

ま
え
、
会
長
が
国
と
地
方
の
会
議
の
場
の
早
期
設
置
等
を

玄
葉
国
家
戦
略
担
当
大
臣
等
に
申
し
入
れ
。

■
12
月
20
日
、
高
齢
者
医
療
制
度
改
革
会
議
は
、
８
月
の

「
中
間
と
り
ま
と
め
」を
踏
ま
え
つ
つ
、
積
み
残
し
た
課
題

を
中
心
に
最
終
取
り
ま
と
め
を
発
表
。

　

新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
い
て
、
地
域
保
険
を
国

保
に
一
本
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
運
営
主
体
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
平
成
25
年
か
ら
の
第
一
段
階
と
し
て
、
75
歳

以
上
の
財
政
運
営
を
都
道
府
県
単
位
化
し
、
第
二
段
階
と

し
て
、
平
成
30
年
に
は
全
年
齢
を
対
象
に
、
本
会
の
医
療

制
度
改
革
に
関
す
る
決
議
ど
お
り
都
道
府
県
を
運
営
主
体

と
す
る
方
向
性
を
提
示
。

　

ま
た
、
第
二
段
階
に
お
け
る
事
務
分
担
等
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
と
地
方
の
協
議
の
場
に
お
い
て

検
討
。

　

な
お
、
同
改
革
会
議
に
は
、
岡
㟢
・
高
知
市
長
並
び
に

横
尾
・
多
久
市
長
が
参
画
。

■
本
会
及
び
過
疎
関
係
都
市
連
絡
協
議
会
は
、
平
成
22
年

３
月
に
過
疎
対
策
特
別
措
置
法
が
期
限
切
れ
と
な
る
こ
と

か
ら
、
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
を
要
請
。

　

３
月
10
日
、
現
行
法
を
６
年
間
延
長
す
る
等
を
内
容
と

す
る
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」が
成
立
。

■
本
会
等
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
設
置
を
強
く
求
め
て
き
た

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
関
す
る
法
律
案
」な
ど
、
い
わ

ゆ
る
地
域
主
権
関
連
３
法
案
が
本
年
の
通
常
国
会
に
提
出

さ
れ
、
そ
の
早
期
成
立
を
求
め
て
き
た
が
、
秋
の
臨
時
国

会
に
お
い
て
も
成
立
に
至
ら
ず
。

　

12
月
３
日
、本
会
は
じ
め
地
方
六
団
体
は
、地
域
主
権
関

連
３
法
案
の
不
成
立
に
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
次
期

通
常
国
会
で
の
一
刻
も
早
い
成
立
を
求
め
る
声
明
を
発
表
。

■
１
月
1
日
、
総
務
省
は
、「
地
方
自
治
法
の
抜
本
的
見

直
し
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
地
方
行
財
政
検
討
会

議
を
設
置
。
同
会
議
に
は
、
構
成
員
と
し
て
、
奥
山
・
仙

台
市
長
、
松
田
・
津
市
長
、
横
尾
・
多
久
市
長
が
参
画
。

　

同
会
議
で
12
月
に
示
さ
れ
た
「
地
方
自
治
法
抜
本
改
正

に
つ
い
て
の
考
え
方（
仮
称
）（
案
）」の
中
で
、
速
や
か
に

制
度
化
を
図
る
と
さ
れ
て
い
る
事
項
に
関
し
、
本
会
と
し

て
の
意
見
を
提
出
。

■
１
月
22
日
、
総
務
省
は
、
消
防
職
員
の
団
結
権
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
検
討
会
が
設
置
さ
れ
、
12

月
３
日
に
最
終
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
。

　

同
検
討
会
に
は
、
菅
家
・
会
津
若
松
市
長
が
委
員
と
し

て
参
画
し
、
都
市
自
治
体
の
立
場
か
ら
、
極
め
て
慎
重
な

検
討
を
行
う
よ
う
発
言
さ
れ
る
と
と
も
に
、
５
月
12
日
、

佐
久
間
・
市
原
市
長
が
同
検
討
会
に
出
席
し
、
市
長
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
慎
重
な
検
討
を
要
請
。

■
政
府
の
行
政
刷
新
会
議
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
「
事
業

仕
分
け
」
の
結
果
を
踏
ま
え
、
７
月
に
総
務
省
の
地
方
財

政
審
議
会
の
中
に
設
け
ら
れ
た
「
宝
く
じ
問
題
検
討
会
」

に
、
委
員
と
し
て
財
政
委
員
会
委
員
長
の
岡
村
・
川
口
市

長
及
び
政
令
指
定
都
市
代
表
の
矢
田
・
神
戸
市
長
が
参
画
。

　

７
月
７
日
か
ら
５
回
の
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
11
月
９

日
に「
宝
く
じ
問
題
検
討
会
報
告
書
」を
取
り
ま
と
め
。

■
11
月
17
日
、
本
会
行
政
委
員
会
の
下
に
、
森
・
富
山
市

長
を
座
長
と
す
る「
共
通
番
号
制
度
等
に
関
す
る
検
討
会
」

を
設
置
。
共
通
番
号
制
度
に
関
す
る
本
会
の
当
面
の
意
見

を
取
り
ま
と
め
。

■
11
月
18
日
、
平
成
23
年
度
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
る
農
業

者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
財
源
確
保
と
円
滑
な
事
業
の
実

施
を
は
じ
め
、
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
の
あ
り
方
に
関
す
る
議
論
に
お
け
る
慎
重
な
対
応
等

を
求
め
た「
戸
別
所
得
補
償
制
度
等
に
関
す
る
意
見
」を
農

林
水
産
大
臣
に
提
出
。

■
４
月
27
日
、
本
会
政
策
推
進
委
員
会
並
び
に
政
権
公
約

調
査
委
員
会
に
お
い
て
「
参
議
院
議
員
選
挙
公
約
に
対
す

る
全
国
市
長
会
要
請
」
を
取
り
ま
と
め
、
夏
に
行
わ
れ
る

参
議
院
議
員
選
挙
に
向
け
た
各
政
党
の
選
挙
公
約
に
、
地

域
主
権
改
革
を
実
現
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
10
項
目
を
盛

り
込
む
よ
う
各
政
党
に
要
請
。

　

６
月
30
日
、政
権
公
約
調
査
委
員
会
で
は
、各
党
の
選
挙

公
約
に
対
す
る
検
証
と
し
て
「
参
議
院
議
員
選
挙
に
向
け

た
各
党
の
選
挙
公
約
に
対
す
る
検
証
結
果
に
つ
い
て
─
全

国
市
長
会「
決
議
」等
を
中
心
と
し
て
─
」を
取
り
ま
と
め
。

■
10
月
７
・
８
日
の
両
日
、
神
戸
市
に
お
い
て「
都
市
の
危

機
管
理
」
を
テ
ー
マ
に
第
72
回
全
国
都
市
問
題
会
議
を
開

催
。
全
国
か
ら
約
1
8
0
0
人
の
参
加
を
得
て
、
都
市
の

危
機
管
理
に
つ
い
て
、
市
民
と
の
協
働
・
参
画
を
踏
ま
え

た
総
合
対
策
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
討
議
。

平
成
22
年
全
国
市
長
会
の
主
な
動
き


